
　南空知消防組合職員配置　（平成 26 年 7 月 1 日現在）

≪消 防 本 部≫

総 務 係

消 防 団 係

藤
係長（兼務）

森　信也

酒
係長

井　直樹

警 防 係 中
係長

谷　鉄也

三
課長

田　文彦

藤
主幹（第１消防隊長）

森　信也

皆
係長

川　　隆

予 防 係

生活指導係

桐
係長（第２消防隊長）

越　浩志

脇
係長

島　　忠

冨
主査

澤　隆志

藤井　英樹・増井　聖也

田村　亮太・堀　　佑輔

松村　和人・吉田　直人

小野寺　啓・小田　誠也

倉島　　誠・宮坂　貴史

大谷　　優・五十嵐宏史

梅
係長（兼務）

津　茂治

総 務 課

斉
課長

藤　敏文

難
係長

波　昌志

予 防 係警 防 課

警 防 係道
課長

下　勝美

長
係長

嶋　　崇

中
係長

山　和志

鈴木　　大

消 防 長

岡山　　隆

署 長

板東　晴彦

≪消 防 署≫

【スタッフ】

永
係長

坂　孝弘

高
主査

松　　徹

通 信 係

仁
主任

木　雅浩

小
主任

林　貴広

総 務 係

財 政 係

職 員 係

救急救助係生 活 安 全 課

梅
係長

津　茂治

大田　泰暢

永
主任

杉　竜児

榎
主任

本　　功

古
主任

野　修司

消 防 課

板
課長（兼務）

東　晴彦

事 務 局

衣
事務局長

川　秀敏

篠
主査

田　孝義・向中野麻里子議 会

事 務 局

松
事務局長

本　俊哉

西
主査

村　敬美・金丸　大輔農 業 委 員 会

住
書記長（併任）

友　　茂選挙管理委員会

衣
書記（併任）

川　秀敏監 査 委 員

中
事務局長

野　和広

学 校 教 育 Ｇ

吉
主査

川　道也・尾
主査

形　行亮・名
主査

内　　隆・太
主査

田　淳司・丸
主査

山　友也

事 務 局

水
教育次長

上　州洋

社 会 教 育 Ｇ

青
主査

山　郁子・古
主査

田　敏幸・越前谷孝行・石川　　純

三
主査

田　和江・黒田みつる・進藤美智子・荒山　美幸

幅田喜代美・東庄　基樹

図 書 館

清
館長

水　一徳

事 務 局

鈴
主査

木　敦子・藤
主査

田　秀剛・田中　裕子・谷内　克敏・神谷　寿恵北海道介護福祉学校

坪
校長（嘱託）

田　　弘

教 務 課

杉
主査

本　伸二・辻　めぐみ

悪
教務課長

七　尚広

教 育 委 員 会

教

育

長

鈴
木　

紀
元

（平成 26 年 7 月 1 日現在）

千
主幹

葉　清己

町

長

椿
原　

紀
昭

副

町

長

花
田　

正
博

出 納 室 松
主査

田とも子・樋口しほみ

鈴
会計管理者兼室長

木　利一

谷
主査

内　尚樹・木戸　知美

産 業 振 興 課

森
課長

　　英幸

杉
主査

本　整昭・野
主査

原　　修・田
主査

﨑　　剛・北
主査

野　泰教・山本　幸子

総 務 管 理 Ｇ

平
主査

田　法雄・榊
主査

　　貴光・向
主査

中野宏樹・柴田　真嗣

建 設 水 道 課

片
課長

山　伸治

技 術 Ｇ

工
主査

藤　憲文・本
主査

田　　徹・笠間　　朗・山本　　諭・仁木　美樹

今
技術長兼上下水道担当主幹

　　政樹

上 下 水 道 Ｇ 桑
主査

島　克典・小笠原　裕・山内あづさ

ブランド推進課

山
課長（兼務）

本　信二
谷
主査

口　良之・久
主査

保　智哉・三
主査

木　貴光・橋本　悠希

総 務 Ｇ

藤
主査

沢　祐之・木
主査

地　周一・仁平　竜太

総 務 課

住
課長

友　　茂

広報・防災・情報Ｇ

平
主査

野　敬太・生
主査

駒　孝志・高
主査

間　理香・伊
主査

藤　照美・武田　達成

地 域 政 策 Ｇ経 営 企 画 課

佐
課長（兼務）

々木　学

鈴
主査

木美代子・石
主査

森　和幸・出
主査

南　　力・原田　恭兵

橋
地域政策担当主幹

場　謙吾

課 税 Ｇ税 務 課

松
課長

田　孝之

坂
主査

井　　諭・橋
主査

元　幸士・木地　由枝・高野瀬真弓・佐藤　裕介

岡本　有生

住民 ・ 国保Ｇ

大
主査（兼務）

西　宏幸・南部　聖人

住 民 生 活 課

秦
課長（継立出張所長兼務）

野加寿彦

笹
主査

木真由美・酒
主査

井　文恵・高
主査

田　宏明・長
主査

澤　　融

室
住民・国保担当主幹

永　栄子
石川さと美・坂口　潤子・大平千恵子

稲
主査

実妃都美・名内　倫子・後藤　美雪

中
主査

野　真里・辻　由紀江・月輪　淳紹

大
生活安全担当主幹

西　宏幸

環 境 政 策 Ｇ環 境 政 策 課

山
課長

代　賢治

宮
主査

本　孝之・中川　圭太

小
環境政策担当主幹

南　治朗

日蔭　敏美

花
総務管理・都市整備担当主幹

田　勝巳

小
課長

野　　司

保 健 福 祉 課

小
福祉・子育て担当主幹

野寺さゆり

高
主査（内閣府へ派遣）

野瀬大和・渡
（北海道へ派遣）

辺　　暁

菊谷　克己
高齢者・介護担当主幹（北海道より派遣）

岡
主査

山美智子・宮
主査

林　葉月・大館　徳子

高
主査

橋利志意・白土　真弓・松川　公人・吉村　　航行 政 経 営 Ｇ

（子育て支援センター）

栗山町  新機構・職員配置

ま
ち
づ
く
り
総
括　

佐
々
木　

学

産
業
建
設
総
括　

山
本　

信
二

岡
広報・防災・情報担当主幹

田　三郎

収 納 Ｇ高
収納担当主幹

間　嘉之

若者定住推進室

三
室長

浦　　匠

三
主査（兼務）

浦　　匠・金丸　佳代

福祉・子育てＧ

地 域 医 療 Ｇ

高齢者・介護Ｇ

健 康 推 進 Ｇ

澤
主査

田　康文・武岡　真吾

十
主査

河　真弓・荒井理恵・河合優香・後藤恵理・初田千恵・上西洵子
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青
継立出張所担当主幹

山　建一

上
地域医療・健康推進担当主幹

野　政則

（発達サポートセンター） 高
主査

橋　真弓・川
主査

股由紀子・湯浅真理子

石
主査

掛　春美・鈴木しのぶ上
主査

島　宣和

樋
主査

渡　哲也・山森　晶子・荻野　千鶴・日野　琴絵・大場　千鶴（地域包括支援センター）

西
技術グループ担当主幹

田　達也
永
上下水道担当参与

坂　孝光
農林業振興Ｇ

農林業振興担当主幹（北海道より派遣）

清
社会教育担当主幹（兼務）

水　一徳

ブランド推進Ｇ

継 立 出 張 所

生活 ・ 安全Ｇ

（社会福祉協議会派遣） （まつば保育園派遣）



　
国
の
補
正
予
算
事
業

　
地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時
交
付
金

財政モニターおよび各学校の協力をもとに、それぞれ
の年代が分かりやすい内容で作成しています。

幅広い年代にまちの予算に興味を持っていただく
ことを目的に、中高生以上を対象とした「概要版」、
小学生高学年を対象とした「小学生版」の予算説明
書を発行しました。

「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
事
業
」

の
活
用
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

②中央 11 線道路改良事業
1,000 万円

本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
う
景
気
対
策
と
し

て
、
国
の
平
成
25
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
「
が
ん
ば
る
地
域
交
付

金
事
業
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
補
正
予
算

に
基
づ
き
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
に
応
じ
て
交
付
金
が
配
分
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
、
本
町
で
は

５
４
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。
交
付
金
を
活
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
で
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

■
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
整
備
事
業

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
社
会
福
祉
法
人
栗
山
福
祉

会
が
行
う
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

建
設
を
支
援
し
ま
す
。
施
設
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
り
の
さ

と
」
に
隣
接
す
る
形
で
建
設
し
、

一
体
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

予
算
額　

５
億
７
６
１
万
円

■
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス

事
業

　

新
た
な
広
聴
制
度
と
し
て
、
町

民
の
日
常
的
な
疑
問
・
意
見
な
ど

に
こ
た
え
る
仕
組
み
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
は
、

町
の
方
針
を
回
答
す
る
ほ
か
、
そ

の
内
容
を
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

予
算
額　

58
万
円

■
国
有
財
産
の
取
得

（
旧
札
幌
法
務
局
空
知
南
出
張
所
）

　

旧
札
幌
法
務
局
空
知
南
出
張
所

（
朝
日
３
丁
目
）
の
土
地
お
よ
び

建
物
を
購
入
し
ま
す
。

　

購
入
後
は
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

予
算
額　

１
４
０
２
万
円

「次代に誇れるふるさと栗山」の実現のために

平成 26 年度予算説明書　概要版・小学生版　を作成しました

6 月に開催された第４回定例議会で平成 26年度補正予算が可決されました。
平成 26年度の当初予算は町長選挙前に決定した「骨格予算」のため、今回の補正
予算で政策的な予算を追加し、今年度の取り組みを進めていきます。
今回追加しました主な事業の概要をお伝えします。

① 

町
民
・
地
域
・
行
政

③ 

医
療
・
保
健
・
福
祉

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑

個
室
化
整
備
事
業

　

生
活
・
介
護
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
水
の
会

が
行
う
施
設
の
増
築
お
よ
び
既
存

居
室
の
個
室
化
改
修
を
支
援
し
ま

す
。予

算
額　

４
億
６
６
１
６
万
円

■
地
域
少
子
化
対
策
強
化
事
業

　

若
者
・
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、

結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
体

制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
相
談
・
講

演
会
の
開
催
な
ど
、
少
子
化
解
消

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

　
　

予
算
額　

71
万
円

■
図
書
館
冷
房
設
備
整
備
事
業

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施

設
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

め
、
冷
房
設
備
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

予
算
額　

１
８
８
０
万
円

■
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
修
繕
事
業

　

施
設
の
安
全
確
保
と
快
適
な
利

用
を
図
る
た
め
、
ス
キ
ー
場
リ
フ

ト
の
修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
額　

６
７
０
万
円

④ 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

　

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
学
校
運
営
を
進
め
て

い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

導
入
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

予
算
額　

66
万
円

■
朝
日
４
住
宅
団
地
造
成
事
業

　

計
画
的
な
住
宅
地
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
朝
日
４
丁
目
住
宅

団
地
の
第
４
期
造
成
を
行
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
の
２
カ
年
計
画

で
、
17
区
画
を
造
成
す
る
予
定
で

す
。

予
算
額　

３
５
０
万
円

⑥ 

都
市
基
盤

平成 26 年度予算の概要②本町では・・・
平成 26 年度以降に予定し

ていた次の５つの事業に交付
金を充当し、本年度に実施す
る予定です。

総事業費　１億 1,237 万円
交付金充当額　 5,400 万円

①中央 17 線・18 線道路改良事業
　1,600 万円

③小学校通り道路改良事業
　　　  　600 万円

④南大通り歩道改修事業
　　　700 万円

⑤消防ポンプ車更新事業
　　   　1,500 万円

　

予
算
説
明
書
を
要
約
し
た
最
低

限
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の
ほ
か
、

知
っ
て
お
き
た
い
財
政
の
仕
組
み

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
予
算
を
通
じ
て
、
財
政

の
仕
組
み
や
現
状
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

概
要
版
は
、
各
学
校
を
通
じ
、

全
生
徒
へ
配
付
す
る
ほ
か
、
公
共

施
設
窓
口
に
も
配
置
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
版

は
、
各
学
校
を
通
じ
、

4
年
生
以
上
の
全
児

童
へ
配
付
し
ま
す
。

小学生版（4 ページ構成） 概要版（8 ページ構成）

特養老人ホームくりのさと

朝日 4 丁目住宅団地
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平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
未
曽
有
の
災
害
と
な
り
、
災
害

発
生
時
に
町
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
お
よ
び
地
域
を
守
る
う
え

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
と
な
り
ま

し
た
。

国
、
道
で
は
東
日
本
大
震
災
で

得
た
教
訓
を
基
に
、
国
の
防
災
基

本
計
画
、
北
海
道
地
域
防
災
計
画

の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
修

正
を
踏
ま
え
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
本
年
６
月
に

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し

ま
し
た
。

◆
備
蓄
食
料
・
資
機
材
の
確
保
推
進

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
生
活

に
必
要
な
３
日
分
の
食
料
・
飲
料

水
を
は
じ
め
、
積
雪
、
寒
冷
期
の

災
害
に
備
え
毛
布
・
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
の
確
保
を
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
に
お
け
る
３
日
分

の
食
料
な
ど
の
備
蓄
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

◆
相
互
応
援
体
制
の
推
進

災
害
時
に
は
、
自
治
体
、
民
間

事
業
者
を
問
わ
ず
、
協
力
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

近
隣
市
町
村
、
民
間
事
業
者
な

ど
と
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
協
定
の
締
結
に
よ
る
人
的
・
物

的
支
援
体
制
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
大
規
模
な
災
害
に
よ
る

同
時
被
災
を
避
け
る
た
め
に
遠
方

の
市
町
村
と
の
協
定
の
締
結
を
推

進
し
ま
す
。

◆
災
害
情
報
伝
達
の
推
進

町
民
へ
の
災
害
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
、
複
数
の
伝
達
手
段
に
よ

り
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

①
電
話
・
F
A
X
・
広
報
車
・
消

防
署
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送

②
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

③
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
（
自
治
体

が
発
信
し
て
い
る
災
害
情
報
を

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
放
送
す
る

も
の
）

④
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
電
源
・
燃
料
の
確
保
推
進

北
海
道
の
寒
冷
期
の
災
害
で

は
、避
難
所
で
生
活
す
る
う
え
で
、

暖
房
器
具
、
燃
料
お
よ
び
電
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

電
力
供
給
が
遮
断
さ
れ
た
場
合

に
お
け
る
暖
房
設
備
の
電
源
や
暖

房
用
燃
料
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

◆
自
主
防
災
組
織
設
置
の
推
進

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
約
８

割
の
方
が
家
族
や
近
隣
住
民
に
救

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の

「
共
助
」
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
住
民
が
一
致
団

結
し
て
初
期
消
火
活
動
や
救
出
・

救
助
を
始
め
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
避
難
誘
導
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
地
域
組
織
と
し
て
自

主
防
災
組
織
の
設
置
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

◆
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

防
災
知
識
の
普
及
と
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
北
海

道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
研
修
会
な

ど
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

◆
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
常

時
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
各

町
内
会
、
自
治
会
に
お
い
て
、
避

難
訓
練
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る

行
動
訓
練
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。町

で
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
総

合
防
災
訓
練
を
各
地
域
に
お
い

て
、
地
域
住
民
、
警
察
、
消
防
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
防
災

関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
計
画

的
に
実
施
し
、
防
災
意
識
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

◆
避
難
所
の
見
直
し

町
内
に
は
16
箇
所
の
避
難
所
が

あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
区

域
割
り
は
、
行
政
区
割
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
速
や
か
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
各
町
内

会
・
自
治
会
と
相
談
し
て
、
実
情

に
合
っ
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
福
祉
避
難
所
の
指
定

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
一
般
の
避
難
所
で
は
生

活
に
支
障
を
来
す
方
の
避
難
所
と

し
て
、
介
護
保
険
施
設
、
障
が
い

者
施
設
な
ど
を
「
福
祉
避
難
所
」

に
指
定
し
、
避
難
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

◆
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る

防
災
体
制
の
確
立

地
域
に
お
け
る
生
活
者
の
意
見

を
反
映
し
た
防
災
対
策
の
実
施

や
、地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

栗
山
町
防
災
会
議
の
委
員
へ
の
任

命
な
ど
、
地
域
の
代
表
者
や
関
係

団
体
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災

体
制
を
推
進
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

◆
普
及
・
啓
発

町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
用
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
全
戸
配
布
す

る
な
ど
防
災
知
識
の
普
及
、
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
◆
要
支
援
者
対
策
の
推
進

災
害
が
発
生
し
た
時
や
、
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
を
把
握
し
、
避
難
す
る
た
め

に
支
援
が
必
要
な
方
（
避
難
行
動

要
支
援
者
）
の
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
の

作
成

②
避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
の

名
簿
の
提
供
（
本
人
の
同
意
を

得
て
）

③
名
簿
情
報
の
保
護
（
情
報
漏
え

い
の
防
止
）

④
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援

⑤
避
難
支
援
関
係
者
の
安
全
確
保

※
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
自
ら
の
身
の
安
全
は
自
ら
が

守
る
」こ
と
が
防
災
の
基
本
で
す
。

平
常
時
よ
り
災
害
に
対
す
る
備

え
を
心
が
け
、
災
害
時
に
は
自
ら

の
身
の
安
全
を
守
る
よ
う
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
災

害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能

な
こ
と
か
ら
、
災
害
の
被
害
を
軽

減
す
る
「
減
災
」
の
た
め
に
も
災

害
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

赤十字奉仕団による炊き出し訓練

栗山町防災会議

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
と
は
？

地
域
防
災
計
画
の
修
正
に

よ
る
主
な
推
進
内
容

家
庭
で
準
備
す
る

平
常
時
か
ら
の
備
え

○
避
難
方
法
（
避
難
場
所
）
お

よ
び
家
族
と
の
連
絡
方
法
の

確
認

○
食
料
、
飲
料
水
な
ど
の
家
庭

内
備
蓄
（
３
日
分
）

○
非
常
持
ち
出
し
用
品
の
準
備

○
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
な

ど
、
家
庭
で
の
予
防
・
安
全

対
策

「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
」

は
、「
災
害
対
策
基
本
法
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
栗
山
町
防
災

会
議
が
策
定
す
る
も
の
で
す
。

栗
山
町
の
地
域
に
係
る
災
害

に
関
し
、
町
、
町
民
、
事
業

者
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
で
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
を
実
現

し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
関
係

機
関
が
そ
の
機
能
を
有
効
に
発

揮
し
て
、
災
害
予
防
、
災
害
応

急
対
策
お
よ
び
災
害
復
旧
復
興

を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す

【問い合わせ】
　町総務課
　広報・防災・情報グループ
　☎ 73-7501

～ 

栗
山
町
地
域
防
災
計
画
を
修
正 

～
防災訓練で実施した
　　　　　消火訓練

町の防災備蓄品

避難所に非常用電源設備を整備
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名
簿
登
録
に
同
意
さ
れ
た
方
の

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

し
「
避
難
支
援
関
係
者
」
へ
提
供

し
ま
す
。

◆
避
難
支
援
関
係
者
◆

・
警
察
署

・
消
防
署

・
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
お
住
ま
い
の
地
区
担
当
民

生
委
員

・
お
住
ま
い
の
町
内
会
、
自
治
会

・
自
主
防
災
組
織
（
ま
だ
組
織

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
今
後
組

織
さ
れ
た
場
合
）

※
災
害
時
な
ど
で
本
人
の
生

命
や
身
体
に
危
険
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
本
人
の
同
意

が
な
く
て
も
避
難
支
援
関
係

者
へ
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

避
難
支
援
関
係
者
へ
の
名
簿
提

供
は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
新
た
に
名
簿
登
録
対
象
者

と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
随
時
、
同

意
書
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
毎
年
12
月
に
更
新
し
た
名
簿

栗
山
町
で
は
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
基
づ
き
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
国
の
法
改
正
で
は
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
、
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
特
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
安
否
確
認
や
避
難

所
ま
で
避
難
で
き
る
よ
う
、
支
援

が
必
要
な
方
の
情
報
を
、
対
象
者

の
同
意
を
得
た
う
え
で
事
前
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
平
常
時
か
ら

支
援
の
仕
組
み
を
準
備
し
て
お
く

も
の
で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

の
地
域
で
の
関
係
づ
く
り
の
た
め

に
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
町
内
会
、
自
治
会
で
世
帯

台
帳
を
作
成
し
緊
急
時
に
備
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
作
成
す
る
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
世
帯
台
帳
の
整
備
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
一
層
、
町
と
地
域
の
連

携
が
図
れ
、
今
後
の
地
域
の
防
災

活
動
や
要
支
援
者
の
支
援
体
制
の

強
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

警察署・消防署・社会福祉協議会・民生委員・町内会・自治会

①　登録同意書の意志確認

②　登録への同意

④
　

名
簿

の
提

供

避難支援関係者

対象者 役場

③同意者の名簿作成

⑤災害時の避難支援
や日ごろの見守り 町

で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
作
成
す
る
た
め
、
今
後
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
の
ご

案
内
」を
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

名
簿
の
登
録
に
際
し
て
個
人
情

報
提
供
の
同
意
の
有
無
を
記
載
し

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
名
簿
登
録
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
対
象
者
◆

施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入

所
、
入
院
し
て
い
な
い
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
介
護
保
険
の
要
介
護
１
～
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
種
１
・

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

※
な
お
、
右
記
以
外
の
高
齢
者

や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
も

登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

に
て
提
供
で
き
る
情
報
は
次

の
と
お
り
で
す

・
氏
名

・
生
年
月
日

・
住
所

・
性
別

・
電
話
番
号

・
そ
の
他
連
絡
先

・
支
援
を
必
要
と
す
る
理
由

（
介
護
認
定
情
報
や
障
害
認

定
情
報
な
ど
）

町
で
は
町
内
連
合
会
や
関
係
団

体
と
で
組
織
す
る
避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
対
策
協
議
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
名
簿
を
も
と
に
町

と
町
内
会
や
自
治
会
、
警
察
署
や

消
防
署
な
ど
の
関
係
機
関
で
情
報

を
共
有
し
、
連
携
し
て
要
支
援
者

の
見
守
り
活
動
や
防
災
支
援
活
動

を
行
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

※７月上旬に同意書を送付予定
町高齢者・介護グループ

※同意書は 7 月 31 日までに
返送してください。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は
？

対
象
者
に
は
名
簿
登
録
の

案
内
を
送
り
ま
す

要
支
援
者
名
簿
を
「
避
難
支

援
関
係
者
」
へ
提
供
し
ま
す

避難行動要支援者名簿登録の流れ

要
支
援
者
名
簿
で
連
携
し
て
支

援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
！

避難行動要支援者名簿を作成災害に強い地域を目指し！

災害のとき、支援が必要な方も安心できる仕組みが必要です！

【問い合わせ】
町保健福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-7507
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宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
」

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

朝
日
４
住
宅
団
地
造
成
事
業
の

事
業
期
間
の
変
更
に
よ
る
変
更

１
件
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
５
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
84
億

７
３
１
０
万
８
千
円
と
す
る
も

の
で
、
住
宅
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
に
係
る
補
正
で

す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
住
宅
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４
期

造
成
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
関
連
予
算
３
５
０
万
円
を

新
規
に
計
上
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
由
仁
線
道
路
改
良
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

６
５
１
２
万
４
千
円

業　

者　

株
式
会
社
岩
崎
建
設
工
業

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に

つ
い
て

渕
野
巌
氏
（
湯
地
）
、
吉
田
寿

栄
氏
（
阿
野
呂
）
を
推
せ
ん
す

る
も
の
で
す
。

平成 26年第 4回栗山町議会定例会

において次の議案が審議されました。
　　　　　

議会の動き

▼
栗
山
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
４
件
の
条
例
改
正
に
つ
い

て
は
、
役
場
組
織
機
構
改
革
に

伴
う
課
な
ど
の
新
設
、
統
廃
合

に
よ
る
条
例
の
改
正
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

老
朽
化
に
伴
い
、
除
雪
用
ト

ラ
ッ
ク
１
台
を
３
２
２
３
万

８
千
円
で
更
新
す
る
も
の
で

す
。

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

以
上
２
件
の
規
約
改
正
に
つ
い

て
は
、
本
町
が
加
入
す
る
一
部

事
務
組
合
の
組
織
団
体
に
お
い

て
新
規
加
入
お
よ
び
解
散
脱
退

の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
い

そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４
期

造
成
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
新
た
に
特
別
会
計
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
「
住

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

新
し
い
広
聴
事
業
の
「
く
り
や

ま
キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
」
な
ど
主

要
事
業
の
追
加
6
件
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
3
億

５
９
３
７
万
２
千
円
を
追
加
し

総
額
を
84
億
６
９
６
０
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
の

追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

保
険
税
の
軽
減
措
置
拡
充
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
所
得

割
、
資
産
割
、
均
等
割
お
よ
び

平
等
割
の
各
税
率
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
お
よ
び
予
算
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
、
個

人
町
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
適
用
の
指
定
を
行
う
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。 議

案

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

社
会
福
祉
費
の
障
害
者
福
祉
シ

ス
テ
ム
改
修
ほ
か
10
事
業
に
つ

い
て
、
年
度
内
の
執
行
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
平
成
26
年
度

へ
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

▼
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」
改
訂
に
関
す
る

意
見
書

以
上
1
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係

省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

推
せ
ん

意
見
書

報

告

�

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
・
楽が

く
り
ょ
く
そ
う
ぞ
う

力
想
造
委
員
会
の

笹
浪
雄
太
で
す
！

私
は
函

館
出
身
の

千
歳
市
育

ち
。
学
校

は
札
幌
に

行
き
、
始
め
て
就
職
し
た
土
地

は
月
形
町
で
し
た
。

現
在
の
勤
務
地
は
札
幌
の
北

区
や
中
央
区
で
、
栗
山
町
の
本

社
と
は
メ
ー
ル
か
電
話
で
済
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
週
に
１
度
は

栗
山
町
に
来
て
い
る
の
で
す

が
、
仕
事
よ
り
も
青
年
会
議
所

の
用
事
の
こ
と
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
は

栗
山
町
に
は
ま
だ
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
、
第

二
の
故
郷
の
よ
う
に
勝
手
に
感

じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
？

1
つ
は
栗
山
町
が
福
祉
先
進

地
と
い
う
こ
と
で
す
。
介
護
福

祉
業
界
に
首
を
突
っ
込
ん
で
20

年
近
く
経
つ
私
に
と
っ
て
、
福

祉
と
い
う
の
は
仕
事
で
あ
り
生

き
る
術
で
あ
り
、
人
生
そ
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
好
景
気
の
時

に
観
光
や
経
済
よ
り
も
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
施
策
の
中

心
に
置
い
た
栗
山
町
に
、
親
近

感
を
感
じ
な
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

２
つ
目
に
栗
山
青
年
会
議
所

の
影
響
が
大
き
く
あ
り
ま
す
。

地
元
で
は
な
い
私
に
と
っ
て
寂

し
い
思
い
を
す
る
覚
悟
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
青
年
会
議
所

の
人
た
ち
は
入
会
し
て
20
秒
で

私
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
人
た

ち
を
兄
弟
と
思
わ
な
い
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

仕
事
と
青
年
会
議
所
の
活
動

で
１
日
20
時
間
く
ら
い
動
き
っ

ぱ
な
し
の
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
福
祉
の
先
進
地
で

家
族
と
呼
べ
る
よ
う
な
人
た
ち

と
一
緒
に
活
動
で
き
る
。
私
に

と
っ
て
青
年
会
議
所
は
特
別
な

存
在
で
す
。
こ
ん
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
青
年
会
議
所
で

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

こ
ん
に
ち
は
！

“
福
祉
”
と
“
Ｊ
Ｃ
”
と
“
く
り
や
ま
”
と
“
私
”
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消
防
庁
長
官
表
彰

▪
永
年
勤
続
功
労
章

永
田　

英
隆（
栗
山
消
防
団
団
長
）

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

▪
精
績
章

永
田　

英
隆（
栗
山
消
防
団
団
長
）

▪
勤
続
章

斉
藤　

哲
也（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

國
岡　

正
好（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

丸
山　
　

勝（
第
３
分
団
班
長
）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

▪
感
謝
状
（
退
団
者
）

関　

吉
一
郎
（
元
団
長
）

清
水　
　

清
（
元
副
団
長
）

南
坂　

明
憲（
元
第
２
分
団
副
分
団
長
）

小
野
寺　

均（
元
第
３
分
団
部
長
）

村
岡　

博
明（
元
第
３
分
団
班
長
）

沼
田　

政
則（
元
第
１
分
団
団
員
）

▪
功
績
章

伊
藤　

三
也（
第
３
分
団
分
団
長
）

▪
精
績
章

金
谷　

雅
人（
第
１
分
団
分
団
長
）

清
水　

嘉
則（
第
３
分
団
部
長
）

▪
勤
労
章

渋
谷　

俊
昭（
第
１
分
団
班
長
）

高
杉　

文
浩（
第
１
分
団
班
長
）

八
手　

健
治（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

斉
藤　

哲
也（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

國
岡　

正
好（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

丸
山　
　

勝（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

河
合　

修
一（
第
１
分
団
班
長
）

仲
井　

浩
祐（
第
１
分
団
班
長
）

松
本　
　

毅（
第
２
分
団
団
員
）

宮
本　

孝
之（
第
２
分
団
団
員
）

墨
谷　
　

巌（
第
３
分
団
団
員
）

片
山　
　

肇（
第
３
分
団
団
員
）

団
長
表
彰

▪
感
謝
状
（
退
団
者
）

北
川　

健
太（
元
第
１
分
団
団
員
）

▪
功
績
章

土
井　
　

猛（
第
１
分
団
班
長
）

蛯
名　

勇
人（
第
１
分
団
班
長
）

高
杉　

文
浩（
第
１
分
団
班
長
）

谷
内　

智
隆（
第
３
分
団
班
長
）

井
澤　

雅
彦（
第
３
分
団
班
長
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

梅
津　

良
平（
第
１
分
団
団
員
）

柳　
　

哲
輔（
第
１
分
団
団
員
）

越
前
谷
孝
行（
第
１
分
団
団
員
）

坂
口　

卓
也（
第
２
分
団
団
員
）

長
尾　

卓
也（
第
３
分
団
団
員
）

▪
精
勤
章
（
勤
続
5
年
）

端　
　

師
孝（
第
１
分
団
団
員
）

対
馬　

啓
司（
第
１
分
団
団
員
）

松
田　

拓
也（
第
１
分
団
団
員
）

冨
澤　

政
範（
第
２
分
団
団
員
）

小
倉　

大
樹（
第
３
分
団
団
員
）

横
岡　

貴
之（
第
３
分
団
団
員
）

▪
優
秀
章

鈴
木　
　

修（
第
１
分
団
団
員
）

村
上　
　

大（
第
１
分
団
団
員
）

橋
元　

幸
士（
第
２
分
団
団
員
）

水
上　

一
浩（
第
２
分
団
団
員
）

小
川　

貴
臣（
第
３
分
団
団
員
）

富
樫　

真
由（
第
３
分
団
団
員
）

國
岡　

晃
平（
第
３
分
団
団
員
）

平
成
26
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者

平
成
26
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者

※
敬
称
略



運 動 会
みんなが主役！

継立小学校

いちい保育園

まつば保育園

いちい保育園

栗山小学校

角田小学校

まつば保育園

継立小学校

町内の 3 つの小学校と 2 つの保育園で、子どもたちの笑顔と
元気がいっぱいの運動会が開催されました。

第39回

まつり

夏
くりやま

7月25日（金）・26日（土）

※都合により内容・時間を変更することがあります

◇駅前通り商店街
11:30 ～ 19:00　ザ・カレー市場
12:00 ～ 15:00　ゲートボール大会
12:00 ～ 20:30　ビア・ガーデン
13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
13:00 ～ 20:00　輪投げ
13:00 ～ 20:30　自由広場、ゲームでがっぽり
14:00 ～ 18:00　2 番街商店会夏まつりセール
15:30 ～ 16:30　サマーコンサート
17:30 ～ 20:30　ロックコンテスト
18:00 ～ 19:00　北の錦試飲会
18:00 ～ 19:00　子どもみこし
18:30 ～ 19:30　郷土芸能パレード ( かさおどり、郷土

おどり、介護学生おどり )
19:30 ～ 20:45　活みこし

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品コーナー
14:00 ～ 16:00　白バイ・パトカー・警察官ミニ制服

ほくとくんとの無料撮影会
14:00 ～ 16:00　シートベルトコンビンサー無料体験
14:00 ～ 18:00　ダイヤモンドアート「Ｃｈｉｋａ」コーナー
14:15 ～ 14:30　栗山小学校スクールバンド
14:30 ～ 15:00　おえかきっこ「みゆ」似顔絵ショー
15:00 ～ 15:30　交通安全キャンペーン
15:30 ～ 15:45　栗山いちい保育園お遊戯発表
15:30 ～ 18:00　おえかきっこ「みゆ」

似顔絵ペンダントコーナー
15:45 ～ 16:15　おもしろ野菜実験
16:15 ～ 16:45　銭だいこ〔大人＆子供〕

◇駅前通り商店街
10:00 ～ 20:00　自由広場、ゲームでがっぽり
11:00 ～ 14:00　3on3 バスケットボール大会
11:00 ～ 20:00　輪投げ
11:00 ～ 20:30　ビア・ガーデン
11:30 ～ 19:00　ザ・カレー市場
13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
14:00 ～ 18:00　2 番街商店会夏まつりセール
14:00 ～ 18:00　トークＤＥ二番街
17:00 ～ 18:00　北の錦試飲会
18:00 ～ 20:00　全道和太鼓フェスティバル
20:00 ～ 20:30　打上げ花火

（駅前通り商店街でご覧ください）

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品コーナー
13:00 ～ 13:30　ＮＡＳＴＹバンド演奏
13:30 ～ 14:30　新鮮野菜オークション
14:30 ～ 15:00　カラオケのど自慢大会【前半の部】
15:00 ～ 15:30　極真空手演武
15:30 ～ 16:00　eight・ＵＰ　ＢＥＡＴ
16:00 ～ 16:30　カラオケのど自慢大会【後半の部】
16:30 ～ 17:00　リズムジャムダンスショーケース
17:00 ～ 17:15　カラオケのど自慢大会審査発表
17:15 ～ 17:30　くりやまＯＨ！！夢乱咲演舞

行　事　名 主　催 実　施　日 会　場
白バイ・パトカー・警察官ミニ制服・ほくとくんとの
無料撮影会＆シートベルトコンビンサー無料体験

栗山警察署
町住民生活課生活安全Ｇ 25 日 商店街イベント広場

北の錦試飲会 小林酒造・栗山町料飲店組合 25 日・26 日 駅前通り商店街
全町柔道大会 栗山町柔道協会 26 日 スポーツセンター
3 ｏｎ 3 バスケットボール大会 バスケットボール協会 26 日 駅前通り商店街

＜ 25 日（金）＞ ＜ 26 日（土）＞

【協賛行事】

◆問い合わせ　くりやま夏まつり実行委員会（商工会議所内）　☎ 72 － 1278
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